
　

「 
華  
葉 
の
彩
り
」
と
題
し
て
、
デ

か 
よ
う

ン
パ
ー
ク
花
の
講
座
講
師
・
青
木 
元 もと

 
子 
氏
と
生
徒
さ
ん
に
よ
る
展
示
を
行

こい
ま
す
。
デ
ン
パ
ー
ク
園
内
に
咲
い

て
い
る
初
夏
の
花
々
を
布
や
リ
ボ
ン

な
ど
で
見
事
に
再
現
し
ま
す
。「
花
を

楽
し
み
、
花
の
和
を
知
る
」
を
テ
ー

マ
に
、 
創  
造  
花 
、 
幻  
染  
花 
、
か
わ
い

そ
う 
ぞ
う 
か 

げ
ん 
せ
ん 
か

ら
し
い
花
々
を
器
に
デ
ザ
イ
ン
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
６
月　

日�
〜　

日�
（
月

１０

２２

曜
日
を
除
く
）　

と
こ
ろ
▼
デ
ン
パ

ー
ク
館　

問
い
合
わ
せ
▼
デ
ン
パ
ー

ク
（�
〈　

〉７
１
１
１
）

９２

　

ハ
ー
ブ
の
香
り
を
食
卓
に
。
デ
ン

パ
ー
ク
園
内
の
農
園
で
と
れ
た
ハ
ー

ブ
を
使
っ
て
料
理
を
楽
し
み
ま
す
。

と
き
▼
６
月　

日�
午
前　

時　

と

２９

１０

こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

内
容
▼
ア
ジ
の
バ
ジ
ル
焼
き
、
ハ
ー

ブ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
キ
ャ
ぺ
リ
ッ
テ

ィ
ー
、
バ
ナ
ナ
の
デ
ザ
ー
ト　

定
員

▼　

人
（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
１

２８
５
０
０
円
（
入
園
料
は
別
途
）　

申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
６
月
８
日

�
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
同
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
（�
〈　

〉７
１
１
２
）
へ

９２

　

安
城
音
楽
協
会
会
員
に
よ
る
初
夏

を
感
じ
さ
せ
る
演
奏
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

と
き
▼
６
月　

日�
午
後
６
時　

分

２１

３０

と
こ
ろ
▼
昭
林
公
民
館
ホ
ー
ル　

曲

目
▼
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
の
思
い
出
、

チ
ャ
ー
ル
ダ
ッ
シ
ュ
、
イ
ス
ラ
メ
イ

出
演
▼
畔
柳 
温  
子 （
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）、

あ
つ 
こ

山
本 
美  
佐  
子 
（
マ
リ
ン
バ
）、森
藤
さ

み 

さ 

こ

ち
よ
（
ピ
ア
ノ
）　

定
員
▼　

人　
１５９

入
場
料
▼
無
料　

※
要
整
理
券
。
６

月
７
日�
午
前
９
時
か
ら
同
館
で
配

布
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
▼
同
館

（�
〈　

〉６
６
８
８
）

７７

　

「
都
市
化
の
な
か
の
安
城
農
業�

現
在
と
将
来�
」
と
題
し
て
、
安
城

の
農
業
を
考
え
る
講
座
を
行
い
ま
す
。

と
き
▼
６
月
７
日�
午
後
２
時　

と

こ
ろ
▼
歴
史
博
物
館
講
座
室　

講
師

▼
伊
藤 
貴
啓 
氏
（
愛
知
教
育
大
学
助

た
か
ひ
ろ

教
授
）　

問
い
合
わ
せ
▼
同
館
（�

〈　

〉６
６
５
５
）

７７
　

申
込
用
紙
・
要
綱
は
、
６
月
上
旬

か
ら
児
童
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

と
き
▼
７
月
１
日�
・
２
日�
・
３

日�
・
４
日�
・
８
日�
・
９
日�
・

　

日�
・　

日�
　

と
こ
ろ
▼
県
中

１０

１１

小
企
業
セ
ン
タ
ー
（
名
古
屋
市
中
村

区
）　

受
講
料
▼
１
万
円　

申
し
込

み
▼
６
月
９
日�
〜　

日�
　

問
い

２０

合
わ
せ
▼
同
課
ま
た
は
県
社
会
福
祉

協
議
会
（�
　
〈　

〉１
１
８
４
）

０５２
２３２
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催
し

講
座

・

デ
ン
パ
ー
ク
企
画
展

「
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
展
」

「
対
象　

ど
な
た
で
も
」

「
定
員　

特
に
な
し
」

「
費
用　

無
料
」
の
場
合
は

　

記
載
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ブ
料
理
教
室

歴
史
博
物
館
の
講
座

昭
林
コ
ン
サ
ー
ト

保
育
士
試
験
予
備
講
習
会

�
��
�
�
�
�
�
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�

�
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�
�
�
�
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■開かれた市政の推進
　市民参画による市政の推進を図るとともに、公平・
公正な行政を実現できるよう、行政の透明性を確保
します。
●市政への市民参加促進を図るため、パブリックコ
メント（住民意見提出）制度を制定します。
●行政の透明性推進のため、市長・教育長交際費、
市長日程の公開を実施します。
●市民の声を聞く機会を充実するため、「まちかど座
談会」を実施し、「ご意見箱」制度を始めます。
■行財政運営の効率化
　新たな行政課題や社会情勢の変化に的確に対応す
るため、事務事業について絶えず見直しを行い、行

政の効率化と行政サービスの向上を図ります。
●成果重視の行政を実施するため、行政評価システ
ムの検討を行います。
●より効率的で均一な質の高い行政サービス提供の
ため、ＩＳＯ９００１の認証取得を目指します。
●意思決定の迅速化を図るため、電子決裁システム
を導入します。
●国税徴収経験者を収納整理専門員として雇用し、
収納率の向上に努めます。
■活力ある行政機構
　多様な市民ニーズに対応できる組織編成と職員数
の抑制に努めるとともに、政策形成能力や新たな時
代の流れに対応できる人材を育成し、活力ある行政
機構を目指します。
●就学前児童の一元的な教育・保育という観点から、
幼稚園と保育園の一元化についての検討を進めます。
●能力、業績重視の人事・任用制度の確立に努める
ため、目標管理制度の検討を行います。
■その他
　公約により、市長給与の３０％を削減します。
問い合わせ◆企画政策課
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日
常
生
活
で
は
あ
ま
り
体
験
で
き

な
い
着
衣
水
泳
。
い
ろ
い
ろ
な
物
を

使
っ
て
プ
ー
ル
で
浮
い
て
遊
び
ま
し

ょ
う
。

と
き
▼
６
月　

日�
午
後
６
時　

分

２２

３０

〜
７
時　

分　

と
こ
ろ
▼
マ
ー
メ
イ

３０

ド
パ
レ
ス　

対
象
▼
子
ど
も
（
２
人

ま
で
）と
保
護
者　

定
員
▼　

組（
先

３０

着
順
）　

参
加
費
▼
大
人　

円
、
子

５００

ど
も　

円
（
入
場
料
の
み
）　

申
し

２００

込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
６
月
５
日�

か
ら
マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス
（�
〈　

〉
９２

７
３
５
１
）
へ

　

企
業
で
の
導
入
が
著
し
い
、
成
果

主
義
人
事
・
賃
金
制
度
の
運
用
な
ど

に
お
け
る
法
的
問
題
点
の
理
解
を
深

め
ま
す
。

と
き
▼
６
月　

日�
午
後
２
時
〜
４

２７

時　

分　

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館
視
聴

３０
覚
室　

講
師
／
演
題
▼ 
唐  
津 

か
ら 

つ 
博 
氏

ひ
ろ
し

（
南
山
大
学
教
授
）
／
成
果
主
義
導

入
に
よ
る
人
事
・
賃
金
制
度
の
法
的

問
題
点　

定
員
▼　

人
（
先
着
順
）

５０

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
６
月　
２０

日�
ま
で
に
商
工
課
ま
た
は
県
西
三

河
事
務
所
産
業
労
働
課
（�
０
５
６

４〈　

〉２
７
８
２
）
へ

２７

　

愛
知
県
が
行
っ
て
い
る
県
史
編
さ

ん
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
近
世
の
矢

作
川
河
口
地
域
の
人
々
の
営
み
に
関

す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
明
治

用
水
な
ど
安
城
に
関
す
る
話
も
あ
り

ま
す
。

と
き
▼
６
月　

日�
午
後
１
時　

と

２９

こ
ろ
▼
西
尾
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

講
師
▼
青
木 
美  
智  
男 
氏
（
専
修
大
学

み 

ち 

お

教
授
）、神
谷 
智 
氏
（
名
古
屋
大
学
助

さ
と
し

手
）、 曲 
ま
が
り 
田  
浩
和 
氏
（
日
本
福
祉
大
学

だ 
ひ
ろ
か
ず

講
師
）　

定
員
▼　

人
（
先
着
順
）

２５０

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
県
総
務

課
県
史
編
さ
ん
室
（�
　
〈　

〉９
１

０５２
９７２

７
１
）
へ

　

８
月
９
日�
か
ら　

日�
ま
で
デ

１７

ン
パ
ー
ク
で
開
催
す
る
「
サ
マ
ー
ナ

イ
ト
フ
ェ
ス
」
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
日
▼
８
月
９
日�
・　

日�
・

１０

　

日�
・　

日�
　

募
集
団
体
数
▼

１６

１７

各
日
１
団
体　

演
奏
時
間
▼
１
回　
３０

分
の
ス
テ
ー
ジ
を
１
日
２
回
（
午
後

３
時
ご
ろ
か
ら
８
時
ご
ろ
ま
で
を
予

定
）　

演
奏
場
所
▼
フ
ロ
ー
ラ
ル
プ

レ
イ
ス
・
イ
ベ
ン
ト
広
場　

内
容
▼

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
、

デ
ン
パ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
夏

ら
し
い
も
の　

※
大
人
数
で
の
演
奏

や
大
音
量
で
の
激
し
い
演
奏
な
ど
は

不
可
。　

そ
の
他
▼
①
応
募
者
多
数

の
場
合
は
調
整
の
う
え
、
出
演
を
お

断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す　

②
出

演
の
記
念
に
デ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
を
進
呈　

③
デ
モ
テ
ー
プ

は
後
日
返
却　

④
出
演
を
お
願
い
す

る
場
合
は
６
月　

日�
ま
で
に
連
絡

２９

応
募
・
問
い
合
わ
せ
▼
６
月　

日�
２２

必
着
で
、
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
（
フ
ァ
ク
ス
）
番
号
、

参
加
希
望
日
（
必
ず
記
入
）
を
明
記

の
う
え
、
演
奏
内
容
が
わ
か
る
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
、
Ｍ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
な
ど
を
、
デ
ン
パ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
募
集
係
（
〒　
�
０
０
４
６

４４６

安
城
市
赤
松
町
梶
１
番
地
／�
〈　

〉
９２

７
１
１
１
）
へ

　

栄
養
指
導
業
務
に
従
事
す
る
臨
時

の
管
理
栄
養
士
を
１
人
募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
持
つ

実
務
経
験
３
年
以
上
の
人　

採
用
期

間
▼
７
月　

日
〜
来
年
９
月　

日

２８

２１

（
予
定
）
勤
務
日
時
▼
月
・
火
曜
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

賃
金
▼

１
３
０
０
円
／
時
間
、
通
勤
割
り
増

し　

円
／
日　

申
し
込
み
・
問
い
合

２００
わ
せ
▼
６
月　

日�
ま
で
に
履
歴
書

１３

（
顔
写
真
付
き
）
と
管
理
栄
養
士
免

許
を
持
っ
て
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（�

〈　

〉１
１
３
３
）
へ  

７６
　

ご
み
収
集
車
に
乗
っ
て
、
空
き
缶
・

空
き
ビ
ン
、
粗
大
ご
み
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
回
収
に
従
事
す
る
臨
時
職
員
を

５
人
程
度
募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
原
則
と
し
て
大
学
生　

採
用

期
間
▼
７
月
７
日�
〜
９
月
５
日�

（
こ
の
間
に　

日
以
上
の
勤
務
が
で

３５

き
る
こ
と
）　

勤
務
日
時
▼
月
〜
金

曜
日
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

賃
金
▼
日
額
８
５
５
０
円　

採
用
方

法
▼
先
着
順
に
面
接
（
結
果
は
本
人

あ
て
に
通
知
）　

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
▼
６
月
９
日�
〜　

日�
に

２３

清
掃
課
（
清
掃
事
業
所
内
／
安
城
市

堀
内
町
西
新
田
２
／�
〈　

〉３
０
５

７６

３
）
へ　

※
採
用
者
が
決
ま
り
次
第
、

応
募
を
締
め
切
り
ま
す
。

募

集

親
子「
服
着
て
ド
ッ
ボ
ー
ン
」

労
働
関
係
基
本
講
座

愛
知
県
史
を
語
る
会

デ
ン
パ
ー
ク

サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス

イ
ベ
ン
ト
参
加
者

市
保
健
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員

清
掃
事
業
所
夏
季
臨
時
職
員

対象◆市内在住、在勤、在学の１８歳以上の人
委員の種類／募集人員◆下記の２種類
総合計画審議会委員（計画案の検討及び調整。２年
間で数回程度、平日の昼間に会議を開催）／４人　
研究部会委員（保健福祉、都市基盤、生活環境、教
育文化、産業振興、計画推進の６つの部会の１つに
所属し、施策の調査研究や情報収集。２年間で１０回
程度、平日の昼間に会議を開催）／１２人
選考方法◆書類選考及び面接
応募・問い合わせ◆６月３０日�までに「安城市のま
ちづくりに対する提言」をテーマにした８００字程度の
作文と応募用紙を企画政策課へ提出

��������	�
��������	
　市の長期計画である「第７次
安城市総合計画」を平成１５・１６
年度の２か年で作るにあたり、
幅広く市民の皆さんのご意見を
聴くため、委員を公募します。
応募用紙及び詳細は、企画政策
課・市ホームページにあります。

第６次安城市総合計画



�

　

青
少
年
健
全
育
成
に
係
る
活
動
の

場
や
指
導
者
・
協
力
者
の
登
録
・
紹

介
、
情
報
提
供
や
問
い
合
わ
せ
に
対

応
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
１
人
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
６
月
下
旬
に
結
果
を
通
知

し
、
採
用
は
７
月
に
な
り
ま
す
。

対
象
▼
青
少
年
の
奉
仕
活
動
・
体
験

活
動
の
推
進
に
意
欲
の
あ
る
人　

勤

務
日
時
▼
金
・
土
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜
午
後
３
時　

勤
務
場
所
▼
青
少
年

の
家
（
新
田
町
／
市
総
合
運
動
公
園

内
）　

賃
金
▼　

円
／
時
間
、
通
勤

８００

割
り
増
し　

円
／
日　

申
し
込
み
・

２００

問
い
合
わ
せ
▼
６
月
１
日�
〜　

日
１５

�
（
月
曜
日
を
除
く
）
に
、
履
歴
書

（
青
少
年
健
全
育
成
活
動
や
奉
仕
活

動
の
経
験
が
あ
れ
ば
記
入
）
を
持
っ

て
、
応
募
者
本
人
が
青
少
年
の
家

（�
〈　

〉３
４
３
２
）
へ　

７６

　

市
内
に
生
息
す
る
ヘ
ビ
・
ネ
ズ
ミ
・

コ
ウ
モ
リ
な
ど
の
動
物
を
見
か
け
た

人
は
、
動
物
名
、
目
撃
月
日
・
場
所
、

特
徴
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ヘ
ビ
は
色
と
大
き
さ
、
コ
ウ
モ
リ
は

ね
ぐ
ら
な
ど
も
分
か
っ
た
ら
、
教
え

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
市
史
編
さ
ん
室
（
文

化
セ
ン
タ
ー
内
／�
〈　

〉４
４
７

７７

７
／�
〈　

〉６
０
６
５
）

７７

　

放
送
大
学
は
、
国
の
出
資
に
よ
り

設
置
さ
れ
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
（
教

養
学
部
・
文
化
科
学
研
究
科
）
で
す
。

　

教
養
学
部
・
大
学
院
修
士
科
目
生

（　

月
入
学
）
及
び
大
学
院
修
士
全

１０
科
生
（
来
年
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.u
-a
ir.a
c
.jp
/h
p

 
   
    
 
 
  
  
    
 
   
  
 

問
い
合
わ
せ
▼
放
送
大
学
愛
知
学
習

セ
ン
タ
ー（
中
京
大
学
内
／�
　
〈　

〉

０５２
８３１

１
７
７
１
）

　

平
成　

年
中
の
所
得
が
一
定
基
準

１４

以
下
の
世
帯
は
、
保
険
税
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
こ
の
軽
減
制
度
の
う
ち
、

次
に
該
当
す
る
人
に
限
っ
て
は
、
保

険
税
減
額
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
申
請

書
を
送
り
ま
し
た
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
▼
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
に
属

す
る
被
保
険
者
の
平
成　

年
中
の
合

１４

計
所
得
が　

万
円
を
超
え
、　

万
円

３３

３３

と
被
保
険
者
１
人
に
つ
き　

万
円
を

３５

加
算
し
た
金
額
以
下
の
世
帯　

※
合

計
所
得
が　

万
円
と
被
保
険
者
（
世

３３

帯
主
を
除
く
）
１
人
に
つ
き　

万
５

２４

０
０
０
円
を
加
算
し
た
金
額
以
下
の

世
帯
は
、
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。　

軽
減
額
▼
医
療
保
険
分�

均
等
割
額
＝
１
人
当
た
り
年
額
５
９

０
０
円
、
平
等
割
額
＝
１
世
帯
当
た

り
年
額
５
４
０
０
円　

介
護
保
険
分

�
均
等
割
額
＝
１
人
当
た
り
年
額
１

４
４
０
円
、
平
等
割
額
＝
１
世
帯
当

た
り
年
額　

円　

そ
の
他
▼
①
確
定

８８０

申
告
書
、
市
県
民
税
の
申
告
書
な
ど

を
も
と
に
判
定
し
ま
す
が
、
所
得
が

な
い
な
ど
、
こ
れ
ら
の
申
告
書
を
提

出
し
て
い
な
い
世
帯
は
、
所
得
の
確

認
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
簡
易

申
告
書
を
送
り
ま
し
た
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
返
送
し
て
く
だ

さ
い　

②
前
年
か
ら
の
所
得
の
状
況

の
著
し
い
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

減
額
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す　

③
軽
減
は
国
民
健
康
保
険
税
全
体
の

制
度
で
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
の

み
の
所
得
で
判
断
し
、
介
護
保
険
分

だ
け
の
軽
減
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん

問
い
合
わ
せ
▼
国
保
年
金
課

　
　

歳
以
上
（
大
正　

年
９
月　

日

８０

１２

３０

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
自
分
の

歯
が　

本
以
上
残
っ
て
い
る
健
康
な

２０

人
を
表
彰
し
ま
す
の
で
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
な
お
、
今
ま
で
に
表
彰
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
除
き
ま
す
。
表
彰
式
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青
少
年
奉
仕
活
動
・
体
験

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

は
、　

月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

１０

　

歯
科
医
師
の
推
薦
書
が
必
要
で
す

の
で
、
最
寄
り
の
歯
科
医
院
に
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
▼
７
月　

日�
ま
で　

問

３１

い
合
わ
せ
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（�

〈　

〉１
１
３
３
）　

７６
　
　

歳
以
上
の
男
性
を
対
象
に
、
ご

６０
は
ん
の
炊
き
方
、
み
そ
汁
の
作
り
方

な
ど
、
料
理
の
基
礎
に
つ
い
て
の
講

習
会
を
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
が
行
い
ま
す
。

と
き
▼
７
月
２
日�
午
前　

時
〜
午

１０

後
１
時　

と
こ
ろ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー

料
理
実
習
室　

定
員
▼
約　

人
（
先

１５

着
順
）　

参
加
費
▼　

円　

持
ち
物

３００

▼
エ
プ
ロ
ン　

申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
▼
６
月　

日�
ま
で
に
電
話
で

２５

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（�
〈　

〉１
１
３

７６

３
）
へ　

入居時の家賃（円／月）間 取 り建  年 部 屋 番 号住宅名

９，４００～２０，７００２ＤＫＳ４２Ａ- ３０６ 大東 
だいとう

（大東町）

９，０００～１９，７００２ＤＫＳ４９  ※ ７０ 広畔 
ひろくて

（安城町）

１６，３００～３３，７００３ＤＫＳ５３Ｅ-１０１ 大  山  田 
おお やま だ

 東 
ひがし

（大東町）

２４，５００～５３，９００３ＤＫＨ３Ｂ-３０３ 小  根 
こ ね

（今池町）

　申込案内書は、建築課で配布しています。所得制限
などの入居資格に該当することを確認のうえ、お申し
込みください。

６月５日�～１１日�
（土・日曜日は除く）
午前９時～午後５時

募 集 期 間

問い合わせ◆建築課

●募集する住宅●

注１　※については、高齢者世帯などが優先的に入居できます。
注２　募集期間中に応募がない場合は、６月２５日�から２７日�ま
　　　で先着順に受け付けます。

国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
申
請
を

健
康

福
祉

・

台
所
１
年
生

身
の
回
り
に
い
る

動
物
の
情
報
を

放
送
大
学
学
生

８
０
２
０
コ
ン
ク
ー
ル
に

ご
応
募
を
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子
ど
も
が
喜
び
、
親
も
ハ
ッ
ピ
ー

に
な
れ
る
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
一

緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
▼
７
月
３
日�
午
前　

時
〜　

１０

１１

時　

分　

と
こ
ろ
▼
中
部
公
民
館

３０
講
師
／
演
題
▼ 
山  
崎  
治  
美 
氏
（
中
日

や
ま 
ざ
き 
は
る 
み

子
ど
も
会
）
／
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

�
一
緒
に
遊
ぶ
っ
て
楽
し
い
ね�
　

対
象
▼
よ
ち
よ
ち
歩
き
〜
就
園
前
の

子
ど
も
と
保
護
者　

定
員
▼　

組
５０

（
先
着
順
）　

申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
▼
６
月
９
日�
午
前
９
時
か
ら

安
城
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
錦

保
育
園
内
／�
〈　

〉６
３
３
６
）
へ

７３

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

育
児
講
座

期
限
ま
で
に
減
免
申
請
書
を
提
出
す

れ
ば
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

対
象
▼
①
死
亡
の
場
合
、
前
年
の
合

計
所
得
が　

万
円
以
下
の
人　

※
市

５００

県
民
税
は
、
１
月
１
日
現
在
で
市
内

に
住
所
が
あ
り
、
前
年
に
所
得
を
有

し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
１
月
２
日
以
後
に
死
亡
し

た
場
合
に
は
代
表
相
続
人
に
納
税
通

知
書
を
送
り
、
納
付
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。　

②
前
年
の
合
計
所
得

金
額
が　

万
円
以
下
の
人
で
、
病
気

５００

な
ど
に
よ
り
所
得
が
前
年
の
半
分
以

下
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
人
で
、
単

身
世
帯
、
も
し
く
は
扶
養
家
族
を
有

し
て
い
る
人　

③
勤
労
学
生
の
場
合
、

賦
課
期
日
（
平
成　

年
１
月
１
日
）

１５

現
在
に
お
い
て
勤
労
学
生
で
あ
る
人

（
所
得　

万
円
以
下
で
、
か
つ
不
労

６５

所
得
が　

万
円
以
下
）　

減
免
の
対

１０

象
と
な
る
税
額
▼
①
・
③
の
場
合�

申
請
の
日
以
降
に
納
期
の
到
来
す
る

市
県
民
税
額
の
全
額　

②
の
場
合�

申
請
の
日
以
降
に
納
期
の
到
来
す
る

市
県
民
税
額
の
２
分
の
１
に
相
当
す

る
額　

申
請
・
問
い
合
わ
せ
▼
納
期

限
の
７
日
前
ま
で
に
市
税
課
へ

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
人
権
擁
護

機
関
で
は
、
６
月
１
日
の
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
を
中
心
に
、
人
権
思

想
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を

送
る
う
え
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で

す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の

人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が
お

互
い
に
人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
わ

た
し
た
ち
の
願
い
で
す
。

　

人
権
に
つ
い
て
の
相
談
日
を
定
期

的
に
設
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
３
時　

と
こ
ろ
▼
市

役
所
相
談
室

■
人
権
擁
護
委
員　
　
�
敬
称
略�

 
吉  
見  
幸  
造 
（
弁
天
町
／�
〈　

〉１
８

よ
し 
み 
こ
う 
ぞ
う

７４

８
４
）、
山
口 
和 
子
   

（
小
堤
町
／�

か
ず 
こ

〈　

〉０
２
８
５
）、鶴
田 
順 
じ
ゅ
ん 
子 
（
箕
輪

こ

７５町
／�
〈　

〉３
８
３
７
）、田
中 
實 
み
の
る

７６

（
桜
井
町
／�
〈　

〉０
７
９
０
）、石

９９

川 
義
純 
（
野
寺
町
／�
〈　

〉１
７
２

よ
し
ず
み

９９

１
）、
神
谷 
幸  
子 
（
今
本
町
／�
〈　

〉

さ
ち 
こ

９７

９
７
０
８
）、杉
浦
紀
久

    

（
根
崎
町
／

よ
し
ひ
さ

�
〈　

〉０
７
７
０
）

９２
問
い
合
わ
せ
▼
市
民
課
相
談
室

　

市
暴
力
追
放
推
進
協
議
会
が
募
集

し
た
暴
力
追
放
標
語
に　

点
の
応
募

５７

が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
次

の
皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
敬
称
略�

１
位
（
１
人
）
▼
「
暴
力
を　

防
ぐ

主
役
は　

わ
た
し
た
ち
」 
野  
嵜  
敬  
子 

の 
ざ
き 
け
い 
こ

（
東
栄
町
）　

２
位
（
２
人
）
▼

「
勇
気
の
輪　

つ
な
い
で
暴
力　

ゼ

ロ
の
街
」 
松  
坂  
武 
夫
   

（
横
山
町
）、

ま
つ 
ざ
か 
た
け 

お

「
み
ん
な
の
目　

暴
力
な
く
す　

第

１
歩
」
内
藤 
麻  
友 
（
安
城
町
）　

３

ま 

ゆ

位
（
３
人
）
▼
「
悪
の
根
を　

絶
や

そ
う　

対
話
の　

温
か
さ
」
中
尾 
劔 けん

 
一 
（
柿　

町
）、「
暴
力
追
放　

市
民

い
ちみ

ん
な
の　

合
い
言
葉
」 
野  
嵜  
則  
彦 

の 
ざ
き 
の
り 
ひ
こ

（
東
栄
町
）、「
見
逃
す
な　

小
さ
な

暴
力　

地
域
の
輪
」
西
岡 
義  
人 
（
美

よ
し 
と

園
町
）　

問
い
合
わ
せ
▼
環
境
安
全

課

そ

の

他

暴
力
追
放
標
語

入
賞
者
決
ま
る

人
権
相
談
の
ご
利
用
を

市
県
民
税
の
減
免
制
度
の

ご
利
用
を

堀�内�公�園
遊具無料利用券
この券で、電動汽車（メルヘン
号）、観覧車、メリーゴーラウン
ド、サイクルモノレールのいず
れか１つが無料で利用できます。
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この券で、電動汽車（メルヘン
号）、観覧車、メリーゴーラウン
ド、サイクルモノレールのいず
れか１つが無料で利用できます。

有効期間�平成１５年６～８月

●１枚で１回限り２人まで利
用できます
●本券の払い戻し、再発行は
できません
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　　　　有効期間●平成１５年６月１日�～８月３１日�
有料遊具利用時間●午前９時～午後４時３０分
　　　　　　　　　（平日の正午～午後１時は休憩）
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県
は
、
職
場
で
の
悩
み
ご
と
・
困

り
ご
と
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
問
題

に
対
処
す
る
た
め
、
労
働
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

分
３０

※
月
・
木
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
。

相
談
方
法
▼
県
西
三
河
事
務
所
（
岡

崎
市
明
大
寺
本
町
）
へ
来
庁
、
ま
た

は
電
話
（
専
用
電
話�
�
０
５
６
４

〈　

〉６
１
０
０
）　

相
談
内
容
▼
解

２６

雇
・
出
向
・
賃
金
・
退
職
金
・
労
働

時
間
ほ
か
の
労
働
条
件
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
労
働
問
題　

問
い
合
わ
せ
▼
同

事
務
所
産
業
労
働
課
（�
０
５
６
４

〈　

〉２
７
８
２
）

２７
　

県
は
、
労
働
災
害
や
業
務
上
の
疾

病
を
防
止
す
る
た
め
、
企
業
が
抱
え

て
い
る
労
働
安
全
衛
生
の
諸
問
題
に

つ
い
て
、
専
門
家
が
助
言
す
る
「
労

働
安
全
衛
生
相
談
員
」
の
派
遣
制
度

を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
相
談
員
は
、

労
働
安
全
衛
生
法
に
定
め
ら
れ
た
労

働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

の
資
格
が
あ
る
人
で
、
県
が
委
嘱
し

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
▼
西
三
河
地
区
の
事
業
所　

相

談
方
法
▼
労
働
安
全
衛
生
相
談
員
が
、

申
し
出
の
あ
っ
た
事
業
所
を
訪
問
し
、

労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る
助
言
及
び

職
場
の
安
全
診
断
な
ど
を
実
施　

申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
県
西
三
河

事
務
所
産
業
労
働
課
（�
０
５
６
４

〈　

〉２
７
８
２
）
へ

２７
　

公
共
職
業
安
定
所
は
、
平
成　

年
１６

３
月
中
学
・
高
校
卒
業
予
定
者
の
採

用
を
予
定
し
て
い
る
事
業
主
を
対
象

に
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

と
き
▼
６
月　

日�
午
後
１
時　

分

１２

３０

〜
４
時　

と
こ
ろ
▼
刈
谷
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
（
刈
谷
市
相

生
町
）　

問
い
合
わ
せ
▼
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
刈
谷
（�
〈　

〉５
０
０
１
）

２１

　

県
は
、
矢
作
川
流
域
下
水
道
の
都

市
計
画
変
更
を
行
う
た
め
、
そ
の
変

更
案
を
次
の
よ
う
に
縦
覧
し
ま
す
。

　

変
更
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、
縦

覧
期
間
中
に
県
知
事
に
対
し
て
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き
▼
６
月　

日�
〜　

日�
（
土
・

１０

２４

日
曜
日
を
除
く
）
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時　

分　

と
こ
ろ
▼
県
下
水

１５

道
課
及
び
市
下
水
道
建
設
課　

問
い

合
わ
せ
▼
市
下
水
道
建
設
課

　

６
月
は
、
公
共
用
地
取
得
の
円
滑

な
推
進
を
図
る
た
め
の
重
点
月
間
で

す
。

　

道
路
を
は
じ
め
、
河
川
、
下
水
道
、

公
園
な
ど
の
社
会
資
本
を
整
備
す
る

た
め
に
は
多
く
の
土
地
が
必
要
で
す
。

安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
公
共
用
地
の
取
得
に
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
企
画
政
策
課

　

市
教
育
委
員
会
は
、
小
・
中
学
校

で
使
用
し
て
い
る
教
科
書
を
、
広
く

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
教
科
書
展
示
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

各
出
版
社
の
教
科
書
が
各
学
年
、

各
教
科
に
わ
た
り
数
多
く
そ
ろ
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
教

科
書
を
直
接
手
に
と
っ
て
ご
覧
い
た

だ
き
、
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
６
月　

日�
〜
７
月
５
日�

１１

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

と
こ
ろ
▼

中
央
図
書
館
（
毎
週
月
曜
日
、
第
４

金
曜
日
は
休
館
）　

問
い
合
わ
せ
▼

市
教
育
セ
ン
タ
ー
（�
〈　

〉１
０
１

７５

０
）

　

本
会
議
や
委
員
会
で
の
審
査
の
様

子
は
、
傍
聴
受
付
で
氏
名
と
住
所
を

記
入
す
る
だ
け
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

■
開
催
日
程

６
月　

日�
�
開
会
・
議
案
説
明　

１３

　

日�
・　

日�
�
一
般
質
問　

１７

１８

　

日�
�
議
案
質
疑　

２０
　

日�
〜　

日�
�
委
員
会
審
査　

２３

２６

　

日�
�
採
決
・
閉
会　

３０※
開
会
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前　

時
１０

で
す
。
な
お
、
日
程
は
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
一
般
質
問
を
録
画
放
映

　
　

日
・　

日
の
一
般
質
問
の
様
子

１７

１８

が
、
キ
ャ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

チ
１６

ャ
ン
ネ
ル
で
録
画
放
映
さ
れ
ま
す
。

放
映
日
▼　

日
収
録
分�
６
月　

日

１７

１８

�
午
後
６
時
か
ら
終
了
ま
で　
　

日
１８

収
録
分�
６
月　

日�
午
後
６
時
か

１９

ら
終
了
ま
で

問
い
合
わ
せ
▼
議
事
課

　

６
月　

日�
午
前
９
時
か
ら
午
後

１５

５
時
ま
で
、
市
役
所
端
末
機
の
停
電

に
伴
い
、
体
育
施
設
の
予
約
な
ど
の

受
け
付
け
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
施
設
は
、
平
常
ど
お
り
利

用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
体
育
課
（
市
体
育
館

内
／�
〈　

〉３
５
３
５
）

７５

学
卒
求
人
取
扱
説
明
会

労
働
相
談
の
ご
利
用
を

労
働
安
全
衛
生
相
談
員

派
遣
制
度
の
ご
利
用
を

公
共
用
地
の
取
得
に

ご
理
解
ご
協
力
を

矢
作
川
流
域
下
水
道

都
市
計
画
変
更
の
縦
覧
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子
ど
も
た
ち
の
教
科
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い

体
育
施
設
の
予
約
受
け
付
け

臨
時
で
停
止
し
ま
す

堀�内�公�園
遊具無料利用券
この券で、電動汽車（メルヘン
号）、観覧車、メリーゴーラウン
ド、サイクルモノレールのいず
れか１つが無料で利用できます。

有効期間�平成１５年６～８月

●１枚で１回限り２人まで利
用できます
●本券の払い戻し、再発行は
できません

堀�内�公�園
遊具無料利用券
この券で、電動汽車（メルヘン
号）、観覧車、メリーゴーラウン
ド、サイクルモノレールのいず
れか１つが無料で利用できます。

有効期間�平成１５年６～８月

●１枚で１回限り２人まで利
用できます
●本券の払い戻し、再発行は
できません

堀�内�公�園
遊具無料利用券
この券で、電動汽車（メルヘン
号）、観覧車、メリーゴーラウン
ド、サイクルモノレールのいず
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できません

市
議
会
６
月
定
例
会



■
臨
時
で
休
館
し
ま
す

　

６
月　

日�
か
ら　

日�
ま
で
、

２３

２７

換
水
清
掃
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

■
屋
外
流
水
プ
ー
ル
の
開
放　

　

６
月　

日�
か
ら
９
月　

日�
ま

２８

３０

で
、
屋
外
流
水
プ
ー
ル
を
開
放
し
ま

す
。
※
天
候
に
よ
っ
て
閉
鎖
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

■
夏
休
み
期
間
は
休
み
ま
せ
ん

　

７
月　

日�
〜
８
月　

日�
は
、

１５

３１

休
館
日
な
し
で
営
業
し
ま
す
。
プ
ー

ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
も
に

午
前　

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
利
用

１０

で
き
ま
す
。

■
利
用
上
の
お
願
い

①
小
学
３
年
生
ま
で
は
保
護
者
１
人

に
つ
き
２
人
ま
で
の
入
場
と
な
り
ま

す　

②
お
む
つ
な
ど
の
必
要
な
乳
幼

児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん　

③
遊
具
類

の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

備
え
付
け
物
品
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
▼
マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス

（�
〈　

〉７
３
５
１
）

９２

　

外
国
人
を
雇
用
す
る
と
き
は
、
次

の
こ
と
に
つ
い
て
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

①
在
留
資
格
や
期
間
を
し
っ
か
り
確

認
す
る　

②
厚
生
労
働
省
作
成
の

「
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
・
労
働
条

件
に
関
す
る
指
針
」
を
活
用
す
る　

③
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
通
じ
た
募
集
・

採
用
は
し
な
い

問
い
合
わ
せ
▼
各
種
ト
ラ
ブ
ル
・
相

談�
安
城
警
察
署
（�
〈　

〉０
１
１

７６

０
）　

雇
用
関
係�
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

刈
谷
（�
〈　

〉５
０
０
１
）

２１

　

６
月　

日�
ま
で
、
油
ケ
渕
遊
園

１０

地
・
応
仁
寺
境
内
一
帯
（
碧
南
市
油

渕
町
）
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
た
る
の
里
（
油
ケ
渕
遊
園
地
内
）

で
は
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が
見
ら
れ
る

か
も
。「
古
木
自
然
仏
」
の
展
示
（
応

仁
寺
本
堂
）
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
（
午
後
６
時
〜　

時
）

１０

に
は
、
ぼ
ん
ぼ
り
に
明
か
り
が
入
り

ま
す
。 

　

特
に
、
週
末
に
は
様
々
な
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
碧
南
市
観
光
協
会
事

務
局
（
碧
南
市
商
工
課
内
／�
〈　

〉
４１

３
３
１
１
）　
　

　

パ
ソ
コ
ン
講
座
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
衣
浦
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
（
高
浜
市
沢
渡
町
／�

〈　

〉５
３
１
１
）

５２
　

今
年
は
、
徳
川
家
康
公
が
江
戸
に

幕
府
を
開
い
て　

年
に
な
る
記
念
の

４００

年
で
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
は
、
徳
川
将
軍
家

伝
来
の
資
料
を
核
に
、
テ
レ
ビ
や
小

説
な
ど
で
イ
メ
ー
ジ
が
語
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
将
軍
家
の
実
像
に
迫
る
も

の
で
す
。

　

徳
川
将
軍　

代
を
は
じ
め
、
今
ま

１５

で
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
大
奥
に
関
す

る
資
料
、
明
治
以
降
の　

代
家
達

    

、

い
え
さ
と

１６

　

代 
家
正 
に
関
す
る
資
料
を
交
え
な

い
え
ま
さ

１７が
ら
徳
川
将
軍
家
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き
▼
７
月
６
日�
ま
で
の
午
前　
１０

時
〜
午
後
７
時
（
入
館
は
午
後
６
時

　

分
ま
で
）　

と
こ
ろ
▼
岡
崎
市
美

３０術
博
物
館
（
岡
崎
市
高
隆
寺
町
／
月

曜
日
休
館
）　

観
覧
料
▼
一
般
１
０

０
０
円
、
小
・
中
学
生　

円
５００

■
講
演
会
「
将
軍 
家
茂 
と

い
え
も
ち

 
和
宮 
」

か
ず
の
み
や

と
き
▼
６
月　

日�
午
後
２
時　

と

２２

こ
ろ
▼
同
館
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム　

講

師
▼
小
林 
明 
氏
（
久
能
山
東
照
宮
博

あ
き
ら

物
館
学
芸
部
長
）　

定
員
▼　

人
７０

（
先
着
順
／
午
後
１
時
か
ら
整
理
券

を
配
布
）

問
い
合
わ
せ
▼
同
館
（�
０
５
６
４

〈　

〉５
０
０
０
）　

２８

衣
浦
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

７
・
８
・
９
月
の
講
座

高浜

油
ケ
渕

花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り

碧南

江
戸
開
府

年
記
念

４００

徳
川
将
軍
家
展

岡崎

外
国
人
労
働
者
の
適
正
な

雇
用
と
不
法
就
労
防
止
を

� 広報あんじょう　2003.6.1

マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス
か
ら

の
お
知
ら
せ

市役所　�〈７６〉１１１１／FAX〈７６〉１１１２

 
東 とう 
照 

し
ょ
う 
大
権
現
像 

だ
い
ご
ん
げ
ん
ぞ
う　 
天
海
賛 　
徳
川
記
念
財
団
蔵

て
ん
か
い
さ
ん
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●リサイクル自転車取扱店一覧

電話番号所在地店　　名

〈９７〉０６３８里町岩月自転車店

〈７６〉８７０３別郷町山本自転車店

〈７６〉３３８７明治本町早輪サイクル商会

〈７６〉２０２４御幸本町サイクルショップ二藤

〈７６〉３６８４朝日町中野自転車店

〈７２〉１７７６安城町サイクルアシストオオバ

〈９２〉０９３１高棚町神谷自転車モータース

〈７５〉２３７５古井町稲垣サイクル

〈９２〉００６６和泉町神本商会

〈９２〉０２７０和泉町兵藤モータース

〈４１〉３７９３東端町深津自転車商会

〈９２〉０１２２城ヶ入町岩崎モータース

問い合わせ●維持管理課

放置自転車の再利用販売


